
議題

・保育所から高校、行政を含めた地域との連携をさらに深める。

・地域からの学びを充実させる。

・動画配信を含めアピール方法を工夫し、生徒数の確保につなげる。

令和６年度　第１回【６月３日（月）】

出席者：委員７名、学校関係者１名

　※　チューリップリレーについて生徒の発表

　※　公開授業

　①　会長及び副会長の選出

　②　学校運営に関わる基本的な方針について

　③　清水分校の現状について

　④　意見交換・その他

　　　・県立高等学校教育の充実と再編整備に係る原則と指針(令和４年３月)について

　　　・清水分校の今後について、他

議論した主な内容

①学校運営協議会委員の紹介の後、会長・副会長が選任された。

②学校運営に関わる基本的な方針について学校長から説明し、承認された。

③総務部長から、地域との連携、進路状況、生徒数の推移等について説明があった。

　・昨年、学校運営協議会での議論を経て学校行事等の動画をホームページに掲載

　・学校設定科目ウッズサイエンス、総合的な探究の時間、特別活動等における

　　地域との連携について、ホームページ掲載KOKO塾へのビデオレーターで紹介

④５限文学国語の公開授業について意見交換を行った。

　「生徒が前向きに取り組んでいた」「着実な成長を感じた」等の感想があった。

⑤県立高等学校教育の充実と再編整備に係る原則と指針について学校長から説明

　清水分校の今後についての意見交換

　・生徒数の確保について、児童生徒数、地域の人口の推移から、高校だけの問題で

　　はなく、保育所から高校までが一体となった取組が必要ではないか。

　・学校、行政、地域が連携して地域を盛り上げる必要がある。

　・動画を見て、地域学習など様々な体験的学習ができることを初めて知った。

　　中学生や保護者に、ホームページを見てもらう工夫が必要ではないか。

具体的な取組・活動

県立有田中央高等学校清水分校 学校運営協議会


